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皆既日食時に観測された地表－電離圏重力音波共鳴現象

Vertical resonance of acoustic waves between ground and ionosphere
during total eclipses
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2009年7月22日の皆既日食時に、各地における地磁気と大気圧変動およびHFドップラー観測で
検出された地表と電離圏(熱圏)の重力音波共鳴と考えられる現象を報告するとともに、過去の日
食時の磁場観測データに見られる同様の現象や地震に伴う重力音波共鳴現象と比較する。7月22
日の皆既日食に際しては、トカラ列島とその周辺、上海および沖縄、阿蘇などで、気圧変動と、
地磁気変動およびGPS受信機によるTEC変動、HFドップラー観測による電離層電場の観測など
を同時に行った。日食時の急な日射の減少が引き起こすと期待される下層大気の気圧変動が、地
表と電離層間の重力音波共鳴を経て、地磁気の振動や電離圏全電子数(GPS-TEC)の変動を発生さ
せることを定量的に確認することを目的とするとともに、日本列島に展開された広帯域地震計の
データを用いて、重力音波共鳴による超低周波地震動発生の有無を調べることも目的とした。上
海における微気圧変動観測では、皆既時の少し前から、内部重力波と考えられる変動と、それに
続き、重力音波共鳴の基本モードと考えられる周期約260秒のスペクトルピークを持つ変動が観
測された。一方、上海およびトカラ列島近辺上空の電離層に反射点を持つと考えられるHFドッ
プラー観測や、上海近くの地磁気観測所観測データによると、周期約225秒のfirst overtoneの振
動と考えられるスペクトルピークが皆既の時間帯に出現した。重力音波共鳴と考えられる振動が
地上での磁場観測で検出された2004年のスマトラ地震や1991年のピナツボ火山噴火では、first
overtoneの振動と考えられるスペクトルピークが強く出ていたので、電離層高度、すなわち、地
上に磁場変動を起こす電離層電流の流れる高度では基本モードよりもfirst overtoneが卓越しやす
いことを示している可能性がある。別の日食や地震の場合も含め、重力音波共鳴の特性につい
て、共鳴スペクトルの観点から調べた結果を中心に報告する。
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